「入澤彩記念女性生理学者奨励賞」募集要項（2020年度）
1. 対象
日本生理学会の会員で、3年以上の正会員（学生会員を含む）歴を有する女性の生理学研究者を対象とします。研究領域は問いません。 
応募者は、日本生理学会大会に一般演題として演題登録してください。その演題が受賞演題となります。（入澤彩賞受賞演題候補として、今までの研究成果であれば良いので、日本生理学会大会にご登録ください。）
2. 受賞
毎年1名に100万円を研究費として贈呈いたします。
受賞者は、生理学会総会で授賞式を行うとともに、発表演題が受賞演題として掲示されます。
ただし、日本生理学会大会で演題登録を口頭発表でされる方は、生理学会に登録した口頭発表のダイジェストと、今回の受賞に関してのコメントをポスターにて単名で紹介して下さい。
3. 選考基準 
　本賞の選考におきましては、物心両面にわたり女性研究者の育成に尽くされた入澤彩先生のご遺志を継ぎ、a)優れた研究を奨励する、b)地道で多面的な活動と研究の両立を評価する、c)若手人材を育成する、という3つの柱を設けました。 
　この趣旨に基づき、その時代に応じて評価基準を少し変えて募集を行っています。
今年度は、妊娠・出産を経て１）、なお研究を頑張っている女性研究者を後押しすべく、出産日から12年以内（出産日が2009年4月～2021年3月の期間）に妊娠や出産を経験した方を募集いたします。
＊入澤彩先生の「弱きを助け」の御意志を尊重するためにも、副賞の研究費（100万円）は、評価が同等の場合は、科研費等の競争的資金の採択のない方が優先されることを申し添えます。
注１）妊娠出産の時期につきましては、出産日あるいは出産予定日が、2021年3月までの過去12年間であれば、該当致します。また、第何子の出産でも募集要項に当てはまる期間内でしたら構いませんので、是非、ご応募ください。(子供が多い事が有利に働くという事はありません。)
4. 応募方法 
　ご本人が「申請書」（書式は生理学会HP 入澤彩賞のページよりダウンロードできます。）に従って作成頂き、下記の送付先へお送り下さい。
　　　　　　応募締切：　11月30日（月）12：00（正午）
5. 選考について 
　本賞の選考では、入澤彩先生と関係の深い「生理学女性研究者の会（Woman in Physiology of Japan; WPJ）」が窓口業務を行っております。
WPJ では、（1）「申請書」のとりまとめ、（2）「入澤彩賞」選考委員の選定を行います。 
　本賞の選考には、各候補者の研究領域に近く、候補者とは利害関係のない生理学会会員から5名を選考委員（男女両性で組織）として選び、審査を行って頂き、最終的に応募者の中から１名を「入澤彩賞受賞者」として決定いたします。 
6. 窓口 
「申請書」は、11月30日　12：00（正午）までに、下記まで、郵送またはメール添付でお送りください。郵送の場合は締切日必着でお願い致します。
（送付先）〒565-0871 
　　　　　吹田市山田丘2‐2 

　　　   大阪大学大学院医学系研究科心臓血管外科講座 

 　　　  小田‐望月紀子　odan@surg1.med.osaka-u.ac.jp 
　　　   メール添付の場合、PDFファイルでの送信を推奨します。 
（問い合わせ先）〒663-8501  
　　　　　　　　兵庫県西宮市武庫川町1-1
　　　　　　　　兵庫医科大学　生理学・生体機能部門
  　　　　　　　 荒田　晶子 (WPJ代表)  

  　　　 TEL: 0798-45-6283   e-mail: akoarata@hyo-med.ac.jp
